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少子高齢化に悩むわが国

は､労働力を補うために海外

から｢労働者｣を誘致するこ

とにして法改正もしました。

この措置に､将来の｢移民｣

受け入れになるのではない

かと､否定的な意見が多く見

られます。しかし､私は｢移

民｣受け入れに賛成です。今

回は｢移民｣について述べた

いと思います。 

今から20余年も前のロサ

ンゼルスでの経験です。ダ

ウンタウンでのこと。大勢

のヒスパニックのグループ

に遭遇しました。びっくりして眺めていたとこ

ろ､友人(白人系)が､私の胸中を察して教えてく

れました。 

｢彼らのケアは必要だが､彼らの次代の子ども

たちは必ずわが国の発展に貢献するだろう｣ 

私は､その言葉を聞いてさすが｢移民の国｣アメ

リカだと感心したものです。 

☼日本は移民先進国だった 

｢東西文明の比較｣をシリーズで書かせていた

だいておりますが､その初期段階で｢縄文｣時代の

頃を読み返してみました。そこで､その一部を反

芻してみます。 

約 7 万年前から 1 万年前まで続く超低温期。

(中略)大陸からは動物群の移動があり､マンモス

はシベリア､サハリンを経て北海道へ南下し､ヘ

ラジカ･ヒグマ･野牛などは本州まで到達した。

他方､中国大陸北部に分布したナウマンゾウ･オ

オツノシカ･ニホンジカが朝鮮半島を経由して西

日本へ移住した。人類(ハンター)たちはそれら

の動物を追って東(現在の日本列島)へ移動した

のである。重要なポイントは｢アジア大陸からの

道｣が｢シベリア経由で北海道･東北地方へ｣と､

｢朝鮮半島経由で九州･西日本へ｣と2本あったこ

と。そしてこれらの道から移入した文化はやが

て関東･中部地方で交わるが､日本列島には二つ

の文化圏ができる。(中略)13,000年続く縄文時

代､弥生時代･古墳時代､そして現代まで続いてい

る。(以下略) 

特に最近の研究では､縄文人のDNAが東北地方

と関西地方では異なる結果が証明されたことに

注目。弥生時代までの日本列島における文化の

発展は東北･関東で高い。弥生･古墳時代から九

州･関西の文化の進展が高くなっていることは､

その時代と大陸交流(移民)の関係が影響してい

る･････。 

☼弥生人の渡来と稲作の始まり 

紀元前８～前 3 世紀ごろの中国は､春秋･戦国

時代でした。このころ､多くの人々が大陸から日

本列島に渡来してきました。多分､戦乱を逃れて

安定した暮らしを求めて来たのでしょう。先住

の縄文人と渡来の弥生人の間には､目立った争い

はありませんでした。縄文人たちが渡来人を受

け入れ､仲良く棲み分けしていたのでしょう。徐々

に人種間の共生･婚姻などが進み､やがてひとつ

の民族“弥生人”となって､日本人の祖先となり

ました。 

この渡来人は､多くの文化を在来の日本人たち

に伝えてくれました。その最大のモノが稲作で

す。急速に広まった稲作は､｢稲穂たなびく豊饒

の国､日本｣を作り上げました。 

稲を育てるためには､豊富な水を必要に応じて

取り込み､排水も必要です。灌漑施設の充実です。

川の水を引き込む水路の建設には多くの人力の
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協力が必要になります。そのためには共通の利

害関係を持った集団が必要です。集団を統率す

るリーダーが生まれ､｢ムラ｣とよばれる集団がで

きました。更に多くの道具も伝播しました。鋤

や鍬､水田を歩く田下駄(たげた)､石包丁や杵･

臼などです。これらの道具はやがて青銅や鉄器

になります。これら稲作技術や道具などは､北部

九州から始まり､数百年かけて東北地方にまで普

及したのです。 

☼新日本人＝弥生人の暮らし 

弥生時代といえば水耕稲作といわれますが､

実態は違います。稲作には凶作､不作がつきまと

います。現在もそうですが。そこでどうしたの

でしょうか。縄文時代から続くイノシシ･シカな

どの狩猟や漁労による魚介類の確保です。更に

ドングリなどの木の実採集も重要でした。弥生

人も縄文文化の重要性を認めていたのです。 

弥生時代には､稲作と同様に機織り技術も渡来

します。それにより｢貫頭衣｣(かんとうい)が普

及します。弥生人は｢おしゃれ｣でした。ガラス

や碧玉(へきぎょく)､貝などで作られた首飾り･

耳飾り･腕輪･指輪などの豊富な装飾品を身につ

けていました。一部の権力層ですが。 

弥生時代の葬送にも特徴があります。北部九

州では巨大な甕(かめ)に遺体を入れて土中に葬

る｢甕棺墓｣(かめかんぼ)､土中の甕棺や石棺など

の上に大きな平石を置いた｢支石墓｣(しせきぼ)

が発達。近畿地方では 10～15メートル四方の方

形の溝を巡らし､溝の内側に棺を設けた墳丘を作

るという｢方形周溝墓｣(ほうけいしゅうこうぼ)

が広まり､これがやがて日本各地へ広まっていき

ます。一方､東日本では｢再葬墓｣があります。文

字通り二度埋葬することです。一度目の埋葬で

骨になった遺骨を壺型の土器に入れて再度埋葬

する方法です。 

☼続縄文文化(北海道)と貝塚文化(沖縄) 

弥生時代､北海道と沖縄は若干異なる文化が

栄えていたようです。北海道から述べてみます。 

寒冷な土地であるため､当時の技術では稲作の

展開は難しかったので､漁労や採集を進化させて

いました。カジキマグロやイルカ､鯨やアザラシ

など大型の魚類や海獣を捕獲するため､高度な道

具を開発していました。例えば､｢離頭銛｣(りと

うもり)です。獲物に突き刺さると刃先の部分だ

け外れ､獲物の体内に残り､抜けなくなるという

強力な武器です。 

しかし､彼らは文化の交流を拒んでいたわけで

はありません。北は樺太､南は南西諸島からもた

らされたとされる｢琥珀｣や｢貝殻｣などが､北海道

の遺跡から発掘されています。これら北海道独

自で発展した続縄文文化は､オホーツク文化とよ

ばれる文化へと発展。平安､鎌倉時代まで続いて

いきます。 

一方､沖縄を初めとする南西諸島にも稲作は普

及していません。稲の収穫時期の秋は台風シー

ズンに当たり､米を主食にするにはリスクが高か

ったからでしょう。しかし､この地方には､それ

を補ってあまりある海洋資源に恵まれていまし

た。また､彼らには魅力的な産業がありました。

豊富な貝殻で作る｢アクセサリー工房｣です。他

の地方では入手できない貝殻で作るアクセサリ

ーと米などの食糧や鉄製の道具と交換して生計

を立てていたのです。これを貝塚文化と呼びま

す。この文化も平安時代まで続いていきます。 

一般的に言う｢弥生文化｣は､厳密に言うと､北

海道の｢続縄文文化｣､本州･四国･九州の｢弥生文

化｣､南西諸島の｢貝塚文化｣という三つの文化圏

が同時に発展していたのです。  


